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１　目　的
　小学校5年単元「物のとけ方」における理科学習は，・・・。

（本文は１０．５ポイント活字。１行当たりの語数と行数は，著者で決めて良い。）
鯖江(2011)は・・・・・と指摘している１）。
２　方　法
（１）教材研究
　粒子領域における教材研究を行った。授業時間数は表１に示す。
表１　学習指導要領中の教科の時間数
	


１）教材開発の背景
　これまでの実践および先行研究から以下の教材が利用されたり、提案されたりしている。

1 ○○
教科書では、・・・。

　②　△△
　　　勝山らは、・・・。

２）教材開発の考え方
　　以上の調査と

（２）実験方法

　実験の過程は・・・・・・・・。

３　結　果
　以上の結果は～～であった。

　
・・・・

・・・・

↓　下の余白は３０ミリをとる。
実験・観察中の様子を図１に示す。児童にとっては、操作性が向上し、・・・。
	


図１　実験中の様子

これらの結果を整理すると表２のようである。

表2　新教材と従来教材の比較
	
	
	

	
	
	


４　考　察
　単元「物の溶け方」における理科学習は，中学2年生での原子・分子の学習に繋げる単元の一つであり、・・・・・・。

　附属学校園（2011）は，・・・・・・と述べている２）。
５　まとめ
　本研究では・・・・・・・・のことが明らかになった。
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